
･( 1 2 9) 名 誉教授木村元
一 略歴

ム
¶

点
1

名

誉

教

授

木

村

元

一

略

歴

明
治
四

十

五

年
(

一

九
一

二

年
)

一

月
一

日

宮

城
県
志
田

郡
志
田

村
(

現
在
古
川
市
)

に

陽
三

郎
･

き

ゑ
の

長
男
と

し

て

生

ま

る
｡

大
正
五

年
(

一

九
一

六

年
)

五

月

父
(

大
連
汽
船
株
式
会
社
天
潮
丸
乗
組
司
厨
長
)

の

勤
務
の

都
合
で

居
を

横
浜
市
を

経
て

大
連
市
に

移
す

｡

大
正

七

年
(

一

九
一

八

年
)

四

月

大

連
朝
日

小

学
校
(

当
時
第

一

尋
常
小

学
校
)

(

国
本
小

太
郎
校
長
)

に

入

学
｡

担
任
今
泉

作
治
訓
導

､

の

ち

中
平
才
次
訓

導
｡

大
正
十
三

年
(

一

九
二

四

年
)

三

月

大
連
朝
日

小

学
校
卒
業

｡

四

月

私
立

大
連
商
業
学

校
(

山
崎
正

矩
校
長
)

に

無
試
験
入

学
｡

大
正
十
四

年
(

一

九
二

五

年
)

十
月

同
校
の

飛
越
編
入

試
験
に

合
格

｡

二

年
一

組
よ

り
三

年
一

組
に

編
入

さ
る

｡

担
任
関
与
三

郎
教

諭
｡

昭
和
三

年
(

一

九
二

八

年
)

三

月

私
立
大
連
商
業
学
校
卒
業

｡

居
を

和
歌
山
市
に

移
す

｡

四

月

和
歌
山
高
等
商
業
学

校
(

岡
本

一

郎
校
長
)

に

無
試
験
入

学
｡

教
授
陣
に

宮
川
実

､

岩
城
忠

一

､

古
林
毒
薬

､

木
村
和
三

嘩

堀

潮
､

淵
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印
南
博
吉

､

府
川
哲
雄
の

諸
教

授
が

お

ら

れ
た

｡

昭
和
六

年
(

一

九
三

一

年
)

三

月

和
歌
山
高
等
商
業
学
校
を

卒
業

｡

居
を

東
京
市
に

移
す

｡

四

月

東
京
商
科
大
学
(

佐
野
善
作
学

長
)

に

入

学
｡

昭
和
七

年
(

一

九
三
二

年
)

四

月

井
藤
半
滴
教
授
の

ゼ
､

､

､

ナ

ー

ル

に

入

り

主
と

し
て

新
カ

ン

ト

派
社
会
主
義
の

研
究
に

従
う

｡

昭
和
九
年
(

一

九
三

四

年
)

三

月

東
京
商
科
大
学
学
士
試
験
合
格

｡

論
文
｢

政
策
論
の

基
本

問
題
+

｡

四

月

同
大
学
研

究
科
に

入

り
､

昭

和
十

五

年
三

月
ま
で

､

主
と

し

て

｢

財
政
社
会
学
+

の

研
究
に

従
う

｡

研
究
科
に

在

籍
中

､

私
立

高
輪

商
業
学
校
等
で

教
鞭
を

と
る

｡

河
越
虎
之
進

､

岡
田

隆
平

､

植
村

和
堂

､

小

野
武
雄
等
の

諸
氏
と

知
り

合

う
｡

ま
た

国
際
文
化
協
会
発
行
の

会

報

の

た

め
に

海
外
の

評
論
(

英
文

･

独
文
)

を

翻
訳
し

て
､

そ

の

敷
石
篇
を

超
え
る

｡

昭
和
十
五

年
(

一

九
四

〇
年
)

三

月

東
京
商
科
大
学
助

手
に

任
ぜ

ら

る
｡

四

月

同
予
科
助

教
授
に

併
任
さ

る
｡

青
山
学
院
高
等
商
業
部
講
師
と

な

る
｡

三

年
継

続
｡

昭
和
十

七

年
(

一

九
四
二

年
)

八

月

東
京
商
科
大
学
助
教
授
兼
東
京
商
科
大
学
予
科
教
授
に

任
ぜ

ら
る

｡

昭
和
二

十
年
(

一

九
四
五

年
)

J 3 0
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( 1 3 1) 名 著教 授木村元
一

略歴

･

爺
.

六

月

学
徒
援
患
部
隊
の

監

督
の

た

め

北
海
道
相
内
村
に

出
張
中
召

集
令
状
を

受
け

､

仙
台
第
二

師

団
宍
戸
隊
に

入

隊
､

熊
本
県

怒
橋

町

に

派

遣
さ
る

｡

通
信
線
の

埋
設
に

従
事
す
る

｡

十
月

復
員

｡

一

時
宮
城
県
古
川
市
の

疎
開
先
に

滞
在
後

､

東
京
に

戻
る

｡

昭
和
二

十
三

年
(

一

九
四

八

年
)

十
月

東
京
商
科
大
学
学
務
課
長
事
務
取
扱
を

命
ぜ

ら
る

｡

上
原
専
禄
学
長
の

下
で

二

十
四

年
二

月
ま
で

在
任
す
る

｡

昭
和
〓

十

五

年
(

一

九
五

〇
年
)

四

月

一

橋
大

学
東
京

商
科
大
学
教
授
に

昇
任

｡

七

月

和
歌
山
大
学
に

出
講

､

一

週

間
の

集
中
講
義
を

行
な

う
｡

昭

和
二

十

六

年
(

一

九
五

一

年
)

四

月

一

橋
大
学
経

済
学
部

教
授
に

配
置
換

｡

五

月

税
務
大
学
校
講
師
を

委
嘱
さ

れ

四

十
二

年
三

月
ま
で

財
政
学
の

講
義
を

行
な

う
｡

十
一

月

日

本
財
政
学
会
の

理

事
に

選
ば

る
｡

そ
の

後
再
選
を

重
ね

現
在
に

至
る

｡

昭
和
二

十
八

年
(

一

九
五

三

年
)

四

月

一

橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
例
担
当
を

命
ぜ

ら
る

｡

十
月

北
海
道
大
学
経
済
学
研
究
科
の

非
常
勤
講
師
に

併
任
さ

れ
､

一

週

間
財
政

学
特

殊
問
題
の

演
習
を

行
な

う
｡

自
治
大
学
校
講
師
を

委
嘱
さ

れ
､

引
き

つ

づ

き

財
政
学
の

講
義
を

行
な
い

現
在
に

至
る

｡

昭
和
二

十

九
年
(

一

九
五

四

年
)

七

月

北
海
道
大
学
経
済
学
研
究
科
に

お
い

て
､

再
び

十

日

間
の

演
習
を

行
な

う
｡

八

月

フ

ル

ブ

ラ

イ

ト

全
額
支
給
研
究
員
の

選
考
に

入

り
､

ア

メ

リ
カ

合
衆
国
カ

ヮ

フ

ォ

ル

ニ

ア

州
バ

ー

ク

レ

イ

に

留
学

｡

ア

ー

ル

･

ロ

ル

脱
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フ
､

ジ

ョ

ー

ジ

･

ブ

レ

イ
ク

､

チ

ョ

ー

‥
､

､

ン

･

リ

ー

等
の

諸
教
授
と

知
り

合
う

｡

合
衆
国
の

税
制
お

よ

び

税
務
の

実
態
を

調
査
す
る

た

め
､

南

詔
一

⊥

部
､

東
部

､

北
西
部
の

諸
州
を

歴
訪
す
る

｡

全
行
程
グ

レ

イ
ハ

ウ
ン

ド
･

バ

ス

を

利
用

､

約
二

カ

月
を

要
す

る
｡

三

十
年
七

月
帰

国
｡

往
路

は

氷

川
丸

､

帰
路
は
ハ

ワ

イ

経

由
の

日

航
機

｡

昭
和
三

十
〓

年
(

一

九
五

七

年
)

八

月

一

橋
大
学
評
議
員
に

併
任
さ
る

｡

三

十
四

年
三

月
任
期
満
了

｡

昭
和
三

十
三

年
(

一

九
五

八

年
)

十
二

月

富
山
大
学
経
済
学
部
講
師
に

併
任
さ

れ
､

財
政
学
の

集
中
講
義
を

行
な

う
｡

昭
和
三

十

四

年
(

一

九
五

九

年
)

五

月

税
制
調
査

会
委
員
に

任
命
さ

る
｡

こ

の

年
よ

り

昭

和
四

十
三

年
ま
で

九

年
間
税
制
改
正
に

関
す
る

調
査
と

審
議
に

加
わ

り
､

し

ば

し

ば

部
会
長

､

基

礎
問
題
小

委
貝
長
な

ど
に

な
る

｡

昭
和
三

十

五

年
(

一

九
六

〇
年
)

四

月

医

療
制
度
調
査

会

委
員
を

委
嘱
さ
る

｡

二

年
で

任
期
満
了

｡

五

月

外
務
公
務

員
採
用
上

級
試
験
委
員
に

併
任
さ

る
｡

そ

の

後
現
在
に

至
る

ま
で

毎
年
試
験
委
員
と

な

る
｡

八

月

経
済
審
議
会
専
間
委
員
に

任
命
さ
る

｡

昭

和
三

十

大

年
(

一

九
六

一

年
)

八

月

日

本
財
政
学

会
代
表
と

し
て

海
外
に

派
遣
さ

る
｡

イ

ス

ラ

エ

ル

国
ジ

ェ

ル

サ
レ

ム

で

開
催
の

I

F

A

大

会
な

ら

び
に

ポ

ー

ラ

ン

ド

国

ワ

ル

ソ

ー

で

開
催
の

Ⅰ

I

F

P

大
会
に

出
席
す
る

｡

往
路
に

タ

イ
､

イ
ン

ド
､

イ

タ

リ

ア
､

オ

ー

ス

ト

リ
ア

の

諸
国

､

帰
路
ド

イ

ツ
､

フ

ラ
ン

ス
､

ス

ペ

イ
ン
､

ベ

ル

ギ

ー
､

オ

ラ

ン

ダ
の

諸
国
を

歴
訪
し
ア

メ

サ

カ

合
衆
国
を

経
て

十
月
帰
国

､

全
行
程
空
路
に

よ

る
｡

‥

絆
･

血
F



( 1 3 3) 名 誉 数 投木 村 元
一

略 歴

▲
叩

昭
和
三

十
七

年
(

一

九
六
二

年
)

一

月

一

橋
大
学
よ

り

経
済
学

博
士
の

称
号
を

授
与
さ

れ

る
｡

論
文
題
目
｢

財
政
学
の

経
済
体
制
的
考
察
+
｡

五

月

補
助

金
等
合
理

化
審
議
会
委
員
に

任
命
さ

る
｡

任
期
三

年
｡

こ

の

前
後
よ

り

現
地

視
察
の

機
会
に

め

ぐ

ま

る
｡

現
在
ま
で

の

視
察
箇

所
は

､

対

馬
､

五

島
､

髄
島
な

ど
の

離
島
を

含
め

ほ

と

ん

ど

全

国
に

わ

た
る

｡

昭
和
三

十
八

年
(

一

九
六
三

年
)

四

月

一

橋
大
学
評
議
員
(

任
期
二

年
)

と

な

る
｡

七

月

全
国

知
事
会
地

方
行
政
調
査

特
別
委
員
会
(

三

年
余
継
続
)

の

委
員
と
な

る
｡

和
歌
山
大
学
経
済
学
部
講
師
に

併
任
さ

れ
､

財
政
学
の

集
中
講
義
を

行
な

う
｡

昭
和
三

十

九
年
(

一

九
六

四

年
)

四

月

成
疾
大
学
講
師
と

な

り
､

四
十
八

年
三

月
ま
で

隔
年
ま
た

ほ
､

連
年
地
方

財
政
論
(

経
済
学
部
)

､

後
財
政
学
(

法
学

部
)

､

を

講

義

す
る

｡

九
月

自
治
省
参
与
に

任
ぜ

ら

れ
る

｡

昭

和
四

十

年
(

一

九
六
五

年
)

四

月

八

月

九

月

一

橋
大
学
評
議
員
に

併
任
さ

れ
る

｡

経
済
学
部
長
に

併
任
さ

れ

る

(

任
期
二

年
)

｡

国
有
財
産
関
東
地

方

審
議
会

委
員
に

併

任
さ
れ

る
｡

引
続
き

更
新
し

て

現
在
に

至
る

｡

昭
和
四

十
一

年
(

一

九
六

六

年
)

九
月

地

方
制
度
調
査
会
委
員
に

任

命
さ

る
｡

引
続
き

更
新
を

重
ね

て

現
在
に

至
る

｡

昭
和
四

十
二

年
(

一

九
六

七

年
)
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五

月

ア

ジ

ア

経
済
研
究
所
の

研
究
計
画
に

参
加

､

金

融
･

財
政
部

門
担
当
の

主
査
と

な
る

｡

昭
和
四

十
三

年
(

一

九
六
八

年
)

八

月

ア

ジ

ア

経
済
研
究
所
の

委
嘱
を

受
け

､

大
韓
民

国
お

よ

び

中

華
民

国
の

金
融
財
政
事
情
視
察
の

た

め
､

二

週

間
に

わ

た

り

渡
航
す
る

｡

昭

和
四
十

四

年
(

一

九
六

九
年
)

六

月

日

本
学
術
会
議
よ

り
､

経
済
学
研
究
連
絡
委
員
会
委
員
を

委
嘱
さ

れ
､

現

在
に

至
る

｡

十
一

月

一

橋
大
学
経
済
学
部
長
及
び

評
議

員
に

再
任
さ

れ

る
｡

こ

の

前
後
蒙
刻
お

よ

び

写

経
に

つ

と

め

自
ら

を

慰
め

る
｡

箕
刻
作

品

石

材

責

楊
材

合
わ
せ

て

五

十
顆
を

超
え

る
｡

学
園
紛
争
の

鎮
静
し
た

四

十
六

年
五

月

任
期
満
了
を

ま

た

ず

辞
任

｡

昭
和
四
十
五

年
(

一

九
七

〇
年
)

十
月

｢

府
県
税
収
格
差
の

実
証
研
究
+

(

大
川
政
三

､

石
弘
光
と

共
同
)

に

対

し

毎
日

学
術
奨
励

賞
を

受
け
る

｡

昭
和
四

十

大

年
(

一

九
七

一

年
)

九
月

経
済
学

･

商
学
視
学
委
員
(

文

部
省
大
学

学
術
局
)

に

任
命
さ
れ

る
｡

四

十
八

年
八

月
､

任
期
更
新
現
在
に

至
る

｡

昭
和
四

十

七

年
(

一

九
七
二

年
)

八

月

賜
暇
休
暇
を

得
て

厚
生

年
金
病
院
で

網
膜
剥
離
の

手
術
を

受
く

｡

九
月

司
法

試
験
(

第
二

次
試
験
)

考
査
委
員
に

併
任

｡

四

十
九

年
一

月
に

任
期
を

更
新
さ

れ

同

年
十
二

月
ま
で

｡

Ⅰ

I

F

P

(

国
際
財
政
学
会
)

ニ

ュ

ー
･

ヨ

ー

ク

大
会
に

お
い

て

同
会
理

事
に

選
出
さ

る
｡

昭
和
四

十

八

年
(

一

九
七

三

年
)

六

月

第
二

十
九
回

国

際
財
政
学
会
大
会

(

バ

ル

セ

ロ

ナ
)

出
席
及
び

資
料
収
集
の

た
め

､

ス

ペ

イ
ン
､

ポ
ル

ト

ガ
ル

､

デ

ン

マ

ー

ク
､

ア

メ

リ
カ

､

メ

キ

シ

コ

､

ペ

ル

ー
､

チ

リ
､

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン
､

ブ

ラ

ジ

ル

へ

渡

航
す
る

件
(

八

月
十
打

-
九
月
十
五

日
)

承
認
を

受
け
る

｡

J 3 4

油
叩

,

■
舟
.
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一 略歴

ヱ3 う

細
一

塊

七

月

定
期
診
断
の

結
果
早
期
痛
が

検
出
さ

れ
､

上

記
渡
航
を

中
止
す
る

の

や

む

な

き

に

至
る

｡

八
月
東
京
女
子
医
大
消
化
界

病
セ

ン

タ
ー

に

お
い

て

胃
三

分
の

二

の

切

除
手
彿
を

受
け
る

｡

財
政
制
度
審

議
会
委

員
に

併
任
さ

れ

る
｡

十
二

月

術
後
障
害
の

た

め
二

週

間
入

院
｡

昭
和
四

十
九
年
(

一

九
七

四

年
)

五

月

国
税
審
査

会
委
員
に

併
任
さ

れ
､

同
会
会
長
に

選
ば

れ

る
｡

八

月

三

十
回

国

際
財
政
学
会
理

事
会
な

ら
び

に

大
会
(

ル

ー

マ

ニ

ヤ

国
ネ
プ

チ
ュ

ー

ン

)

に

出
席
す
る

｡

こ

の

機
会
に

デ

ン

マ

ー

ク
､

ベ

ル

ギ
ー

､

ド

イ

ツ
､

フ

ラ
ン

ス
､

オ

ー

ス

ト
リ

ア
､

ポ
ル

ト

ガ
ル

､

ア

メ

リ

カ

を

訪

問
､

財
政
事
情
を

視
察
調
査
す
る

｡

八

月
二

十
日

出

発
､

九

月
十

六

日

帰
国

｡

十
一

月

術
後
障
害
お

よ

び

精
密
検
査
の

た

め
一

一

週

間
入

院
｡

昭
和
五

十

年
(

一

九
七

五

年
)

三

月

停
年
退
職

､

一

偉
大
学
名
誉
教
授
の

称
号
を

受
け
る

こ

と

と

な

る
｡

在
職
三

十
五

年
､

こ

の

間
､

財
政
学

､

地

方

財
政

論
､

財
政
学

各
論

､

財
政
学
特
殊
問
題
(

大
学
院
)

､

経

済
通
論
(

予
科
お

よ

び

前
期
)

な

ど

の

講
義
な

ら

び
に

演
習
を

担
当

､

ゼ

ミ

ナ

リ
ス

ト
の

数
三

宮
三

十

名
を

超
え

る
｡

ま

た

地

方
財
務
協
会
に
剖

説

け
ら

れ

た

地

方

財
政
研
究
会
の

メ

ン

バ

ー

と

な

り

井
藤
半
商
会
長
の

指
導
を

う
け

､

研

究
会

開

催

回

数

百
六

十
六

回

(

毎
月

一

回
を

原
則
と

す
る
)

に

及
ぶ

｡

昭

和
二

十
五

年
創
立

以

来
､

日

本

租
税
研

究
協
会
の

評
議
員
に

挙
げ
ら

れ

て

い

る

の

も

井

四

月
藤
半
禰
理

事
の

推
挽
に

ょ

る
｡

一

橋
大
学
に

お

け
る

財
政
学
部
門
の

後
継
者
に

大
川
政
三

教
授
お

よ

び

石
弘
光
助

教
授
を

得
､

後
顧
の

憂
な

き

を

喜
ぶ

｡

木
村
会
の

破
希
の

支
援
を

得
て

欧
米

一

巡
の

旅
に

出
る

｡

同
行
妻
久
子

｡

旅
程

一

カ

月
､

訪

問
先
は

ほ

ぼ

前
回
と

お

な

じ

く
､

丁
､

仏
､

葡
､

伊
､

端
､

喚
､

独
､

和
､

自
､

米
の

諸
国

｡

三

男
光

彦
(

大
阪
大
学
大
学
院
修
士

課
程
経
済
学
専
攻
)

は

大
阪
に

住

む

が
､

長

男
一

彦

(

都
立
王

子
工

業
高
校
数

論
､

体
育
担
当
)

一

家
､

な

ら
び

に

次
男
元
此

古
(

東
京
芝
浦
電
気

･

原
子

力
機
器
開

発
試
験
室
勤
務
)

ほ

住
居
が

近

く
､

留
守
宅
を

見
巡
わ

る
｡




